京都に 住んで ゐた 頃、 たしか 花時の 事だった と 思 ひ 

ます。 私が 縁 端で ぼんやり 日向ぼっこ をして ゐ ると、 

女中が 来客の 名刺 を 取次いで 来ました。 名刺に は KI 

I と ありました。 K 氏 は 私に は 初めての 客でした が、 

友人 H 氏の 弟子 筋に あたる 人で、 その 頃 新進作家 とし 

て 一 寸 売出して ゐ ました。 

K 氏 は 座敷に 入って 来ました。 細面の 色の 白い、 言 

葉 数の 至って 少 さうな 人でした。 初対面の 挨拶 をし ま 

した 後 は、 暫く は 接 穂が なさ さう に 黙って もじもじし 

てゐ ましたが、 やがて 言 ひにく さう にこん な こと を 言 

ひました。 



「初めて 伺って、 失礼な 事 を 申す やうです が、 お宅に 

は 質屋の 通帳が おありで せう かご 

「質屋の 通帳？」 私 は 自分の 耳 を 疑 ふやう に 客の 顔 を 

見ました。 

「は、 質屋の 通帳 を ご K 氏 は ぼつり ぼつり と 言葉 を 切 

る やうに 言 ひました。 「お持ちで したら 一 寸 拝借した 

いと 思 ひまして ご 

「何に お 使 ひになる ん です かご 

たった 一 つし かない、 それ も 誰に でも 判リ 切って ゐ 

る 質屋の 通帳の 使 ひ途を さも 知らない ものの やうに 訊 

きました。 



「実は この 羽織 を まげて 幾らか 融通した いと 思 ひまし 

てね ご 

K 氏 は 著て ゐる 羽織に 一 寸眼を 落しました。 それ は 

真新しい 黒 羽 一 一重で、 しゃれた 縫 紋の剣 かたば みがし 

つと りと 光って ゐ ました。 

「旅に 出て 少し 遊び 過ぎた ので、 ふと こ ろが 寂しくな 

つた ものです から、 どこで したつけ、 通りが かりに 一 

軒 あたって みました が、 馴染がない ので 断られて しま 

ひました ご 

「ほう、 それ はお 困りで せう ね ご 私 は 旅先で まだ 一 面 

識 もない 自分 を 訪ねて、 こんな 事 を 頼まなければ なら 



ない K 氏の 当惑 を 察しました。 で、 出来る ことなら 質 

屋の 通帳 を、 四 通で も、 五 通で も、 ありったけ 取り出 

して 用立てし たく は 思 ひました が、 不都合な 事に は、 

その 持 合せがなかった ので、 私 は ひどく 恐縮して あや 

まる やうに、 

「手元に 持 合せて ゐ ましたら、 喜んで 御用 立てす るの 

です が、 あいにく 一 通 も …… 」 

「お持ちに なりません かご 

「持ちません。 本当の 事 を 申す と、 質屋に 入れる 程な 

金目の ものが な いんです ね ご 

「御 戯談 でせ うご 



K 氏 は 失望した らしい 眼で 座敷の なか を あちこち 見 

ま はしました。 その 眼に はこん な 見すぼらしい 家に 縮 

かまって ゐ ながら、 質屋の 通帳 一 つ 持たない とい ふ不 

都合な ことがある もの かと、 いくらか 疑 ふやうな 気 振 

りさ へ 見えました。 

その 家と いふの は、 幸 野 楳嶺の 長男に 当る 或る日 本 

画家の 持物で、 貫 名 海星の 高弟と して 聞え た 谷 口 靄 山 

が 亡くなる まで 長く 住んで ゐた、 由緒つ きの 古い 家で 

した。 ある 時大阪 から 上って 来て、 此の 家で 初めて 靄 

山に 弟子入り をした 男が ありました。 高名な 画家の 住 

罟 にして は、 見すぼらし 過ぎる 家 だな と 思 ひ 乍ら、 内 



そこそこに 暇 を つげて 帰って来 たとい ひます。 

靄 山の 生きて ゐた 頃から 古びて 見すぼらしかった 借 

家です から、 それから 二十 年 も 経った 今の 穢 らし さは 

想像が 出来 ませう。 天井の 節穴 から は 煤が ぶ ら 下って 

をり、 壁に は 鼠の 小便の 痕が ついて ゐ ました。 そこら 

を 見廻して ゐた K 氏 は、 最後に 眼 を 私の 顔に 移して、 

「いや、 質屋の 通帳な どお 持ちに ならない に 越した こ 

とはありません。 初めて 上って とんだ 失礼 を 申し まし 

た ご 

と 言って 叮嚀に お辞儀 をし ました • 

間もなく K 氏 は 帰って 行きました。 私 は 玄関に 立つ 



て その後 姿 を 見送りました。 その 時 ふと、 

「旅先で 金が 無くなつ たので は、 あの人 も 困る だら う。 

先刻 は 言 ひそ びれ たが、 少し 位の 金なら どうにかなら 

ない 事 もな いんだから、 呼び返して 用立てよ うかし 

らご 

こんな 考が 頭の なか を 走り ましたが、 その 次の 瞬間 

に K 氏の 姿 はもう 見え なくなって ゐ ました。 私 は 軽い 

悔恨の 念 を 抱かされました。 

その 晚 友人の U 博士が 遊びに 来たので、 私 は その 日 

の 出来事 を 話しました。 
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